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デジタル田園都市国家構想総合戦略とは 

国においては、人口減少・少子高齢化、過疎化・東京圏への一極集中などの課題解決

を図るため、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園

都市国家構想」の実現を掲げています。 

そして、「デジタル田園都市国家構想」の実現に向けて、デジタルの技術の活用によっ

て、地域の個性を生かしながら、地方の社会課題解決や魅力向上の取組を加速化・深化

させるべく、2022年 12月に「第 2期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改

訂し、「デジタル田園都市国家構想総合戦略（以下、「総合戦略」という。）」を策定し、

戦略的に取り組むとしています。 

本市においてもこれに対応するため、第 2期豊田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

を改訂し、国及び愛知県の総合戦略を勘案し、地方版総合戦略として、「豊田市デジタル

田園都市国家構想総合戦略」を策定します。 

 

第９次豊田市総合計画「ミライ実現戦略 2030」との関係 

地方版総合戦略は、人口減少下においても様々な主体との「つながり」によって将来

にわたって成長力を確保し、持続可能な活力あるまちを実現することを目的としてお

り、その理念は、第９次豊田市総合計画のミライ構想で掲げる将来像「つながる つく

る 暮らし楽しむまち・とよた」と一致しています。このため、「ミライ実現戦略

2030」と豊田市デジタル田園都市国家構想総合戦略とを一体的に策定し、まちづくりを

進めることとします。 

なお、国や県において総合戦略の改訂があった場合は、改訂内容に応じて、対応を検

討します。 
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地域ビジョン 

つながる つくる 暮らし楽しむまち・とよた 

基本目標１ しごとづくり 

○産業構造の大転換の中で、人口吸引力の維持・創出に向け、次世代モビリティを始め

とする次代につながる産業の拠点としてものづくり産業をリードするとともに、新た

な産業の創出に取り組みます。 

○産業振興に必要な人材の確保・育成、デジタル技術活用等による労働環境の改善や生

産性の向上、女性や外国人等が活躍できる多様な働き方・仕事の創出を支援します。 

基本目標２ 人の流れ・賑わい・地域への愛着づくり 

○豊田市ならではの魅力を発信し、関係人口づくりや定住を促進するため、山村部を始

め地域資源の磨き上げや都市部の機能向上等を進めるとともに、地域への愛着形成と

多様なライフスタイルの実現に向けた豊田市らしい暮らしの価値の創造・発信に取り

組みます。 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望を叶え、こどもの成長を支える 

○希望する誰もが安心して結婚や妊娠、出産、育児ができる環境を創出するため、自分

の望む家族の在り方やライフスタイルが実現できる地域づくりに取り組みます。 

〇変化の激しい社会において、豊田市のミライを担うこどもが多世代とのつながりの中

で、ミライを生き抜く力と自己肯定感を養い、希望する生き方・暮らし方を選択でき

る地域づくりに取り組みます。 

基本目標４ 人生 100年時代をいきいきと暮らせる魅力的な地域をつくる 

○人生 100年時代といわれる中、「つながり」を通じて、誰もが自分らしく豊かな人生の

実現に向けた、多様な学び合いの機会の創出を図るとともに、すべての人がいきいき

と活躍し続けられる地域づくりに取り組みます。 

基本目標５ 持続可能なまちづくり 

○激甚化・頻発化する自然災害や気候変動の影響による自然環境変化へ対応するため、

安全・安心なまちづくりや脱炭素社会の実現に向けた様々な取組を展開します。 

〇豊田市を取り巻く社会環境の変化等による様々な危機に対応するため、あるものを生

かし、先進技術等も取り入れながら、チェンジ（変化）とチャレンジ（挑戦）によっ

て様々な取組を展開します。  
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＜関連一覧＞ 

第９次豊田市総合計画 ミライ実現戦略 2030 
豊田市デジタル 

田園都市国家構想総合戦略 

取組 

方針 
取組目標 

基本目標 

①
し
ご
と
づ
く
り 

②
人
の
流
れ
・
賑
わ
い
・

愛
着 

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て 

④
魅
力
的
な
地
域 

⑤
持
続
可
能
な
ま
ち 

と
も
に
こ
ど
も
の
ミ
ラ
イ
に 

夢
と
希
望
を
つ
く
る 

①こどもが多

様な生き方・

暮らし方を

選択できる 

(１)こどもがミライを生き抜く

力と自己肯定感を高めている 
 〇 ◎ ○ ○ 

(２)人生 100 年時代に誰もが学

び合いを通じていきいきと暮

らしている 

 〇 ○ ◎ ○ 

(３)市民のまちへの愛着・誇りが

育まれている 
 ◎  ○  

②誰もがつな

がり合いの

中で安心し

て暮らすこ

とができる 

(１)まち全体がこどもの成長を

支えている 
 〇 ◎   

(２）誰もが地域・多世代でとも

につながり合い、自分らしく

暮らしている 

 〇 ○ ◎ ○ 

と
も
に
ミ
ラ
イ
に 

つ
な
が
る
ま
ち
を
つ
く
る 

③産業中枢都

市として深

化し続ける 

(１)新たな産業が創出されてい

る 
◎ 〇   ○ 

(２)市内事業者が社会の変化に

適応している 
◎ 〇   ○ 

(３)誰もが希望する働き方を実

現している 
◎ 〇    

④将来を展望

した都市環

境の形成を

進める 

(１)次代につなぐ快適な都市環

境の実現に取り組んでいる 
 ◎  ○ 〇 

(２)安全に暮らせる災害に強い

まちの実現に取り組んでいる 
   ○ ◎ 

⑤脱炭素社会

の実現に挑

戦する 

(１)CO2 排出削減目標を達成し

ている 
   ○ ◎ 

(２)新たなエネルギーや技術の

利活用に取り組んでいる 
○   ○ ◎ 

k 

◎：総合計画との関連度が高い基本目標  ○：総合計画と関連している基本目標 


